
Q 会は圧電  

 

ハラスメント（いやがらせ）を許さな
 

 

和
也
の
近
況 

高
知
に
通
う
列
車
の
窓
か
ら
外
の
水
田

を
見
つ
め
て
い
た
ら
、「
あ
！
稲
穂
に
実
が

つ
い
て
る
」
と
発
見
。
こ
の
ま
ま
刈
り
入

れ
ま
で
、
し
っ
か
り
育
っ
て
ほ
し
い
と
七

夕
に
願
い
ま
す
。 

先
週
に
続
き
、
共
産
党
の
秦
議
員
の
代

表
質
問
を
下
段
で
紹
介
し
ま
す
。 

今
週
は
「
学
校
現
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

に
つ
い
て
で
す
。 

質
問
の
概
要 

（
土
佐
清
水
市
の
学
校
現
場
で
起
き
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
） 

二
十
代
の
女
性
臨
時
教
員
が
、
男
性
教
頭
か
ら
執
拗
に
交
際
を
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
男
性
教
頭
は
県
教
委
幹
部
の
名
を
使
い
採
用
試
験
の
口
利
き
を
す
る

か
の
様
な
手
紙
を
偽
装
。
さ
ら
に
、
被
害
者
を
中
傷
す
る
と
い
う
事
案
が
お
き

て
い
る
。
昨
年
八
月
末
、
被
害
者
か
ら
相
談
を
受
け
た
校
長
は
、
教
頭
に
対
し

て
「
完
全
な
セ
ク
ハ
ラ
」「
訴
え
ら
れ
た
ら
終
わ
り
」
と
注
意
し
、
教
頭
は
校
長

の
前
で
被
害
者
に
謝
罪
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
続

き
、
臨
時
教
員
は
体
を
壊
し
病
休
に
、
年
明
け
一
月
に
自
己
都
合
の
退
職
に
追

い
込
ま
れ
た
。
こ
の
事
案
を
ど
う
受
け
止
め
、
対
応
し
た
か
。 

県
教
委
の
対
応 

県
教
委
は
昨
年
十
二
月
一
日
、
市
教
委
か
ら
報
告
を
受
け
、「
懲
戒
処
分
事
案
」

と
認
識
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
市
教
委
は
、
被
害
者
に
は
自
己
都
合
の
退
職
を

勧
め
る
一
方
で
、
加
害
教
頭
に
は
「
降
格
の
申
し
出
」
を
受
け
入
れ
、
四
月
に

は
別
の
学
校
現
場
に
教
員
と
し
て
配
属
さ
せ
て
い
た
。
県
教
委
は
、「
懲
戒
処
分

事
案
」
と
認
識
し
た
時
点
で
、
す
み
や
か
に
市
教
委
の
対
応
を
注
視
し
、
指
導

す
べ
き
だ
っ
た
。 

県
教
委
の
対
応
の
ま
ず
さ
に
、
貴
重
な
教
員
を
失
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
大
き
な
夢
を
抱
い
て
臨
ん
だ
職
場
で
、
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
行
っ
た
男
性

教
頭
を
許
せ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
事
件
の
時
、
即
対
応
す
る
県
教
委
の
「
自
己
改

革
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
動
議 

今
議
会
の
最
終
日
、
私
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
の

運
用
停
止
及
び
現
行
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
」
意
見
書
に
賛
成
討
論
を
壇
上

終
え
自
席
に
着
席
直
前
、
突
然
６
期
目
の
公
明
党
議
員
よ
り
「
岡
本
議
員
の
服

装
に
関
す
る
議
事
進
行
動
議
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
そ
の
日
、
今
年
の
四
万
十
市
民
祭
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
て
壇
上
に

上
が
り
ま
し
た
、
公
明
党
議
員
は
上
着
を
着
用
す
る
様
に
と
の
動
議
で
し
た
。

私
は
「
五
月
よ
り
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
議
場
で
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
着
用
が
認
め
ら
れ
て

い
る
、
上
着
の
着
用
は
何
ら
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
何
が
問
題
か
」
動
議
者
に

説
明
を
求
め
ま
し
た
。
結
局
問
題
は
無
い
こ
と
が
判
明
。「
議
会
で
は
も
っ
と
県

民
の
重
要
な
事
を
議
論
し
ろ
」
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
県
民
の
ご
意
見
「
も
っ
と

 

  

（ポロシャツ姿で意見書への賛成討論を行う私です） 


